SAGE’s Directional Meeting

07/03/01
Doshisha Student’s Lounge


きょうのアジェンダとタイムライン

1． プロジェクトからの報告＆提案（５×７＝３５分）

a. ワールドフェスティバル（ちづる）・・・報告書(p.2~5)
b. Asian Watch Development（宮ちゃん）・・・タイ・スタディーツアー報告(p.6)
c. 復活屋（けんたろう）・・・プロジェクトの報告(p.6～7)
d. Climate Change（ゆきえ）・・・プロジェクトの活動報告

e. Project DOHA（てっつ）・・・プロジェクトの活動報告

f. ECHOプロジェクト2001（こうへい）・・・プロジェクトの活動報告

g. 水の癒しプロジェクト（だいすけ）・・・プロジェクトの活動報告

2．    プロジェクトの立ち上げ上げ（１５分）

a. フェアトレード・プロジェクト（かよさん）
１、プロジェクト立ち上げ

参）企画書（添付）　(p.7～8)
２、プロジェクト活動状況
・第1回勉強会
・メキシコイベントについて
6月30日事前打合せ＠INE
3． 　　 次回の例会について（５分）　(p.9)
4． ミーティングの場所について（そーた）  (p.9～10)
                                                                   Worldfes.dm.h-h.06-29-01

2001ワールドフェスティバルin京都 環境対策 報告書　　　　　　　　　　　　　　　

                    文責：脇田　千鶴

概要                          

‘2001ワールドフェスティバルin京都’において事前のごみ減量対策、当日の分別ナビゲート活動、呼びかけを行なう。そのことによって、イベントをより環境負荷の低いものにし、大量消費、大量廃棄のライフスタイルを見直すきっかけを参加者に提供することを目指す。

目的                          

大量生産、大量消費、大量廃棄という現在の私達の消費生活は現在、地域から社会規模にわたるさまざまな問題を引き起こしている。それらの問題を解決するには、まず私たちが自らのライフスタイルを見直し、身近なところから少しずつ改善して行くことが不可欠である。

そこで、2001ワールドフェスティバルin京都において環境対策を行なうことにより、イベントをより環境負荷の低いものにすること、それと同時に、イベントに参加する多くの人々に自らのライフスタイルを見直すきっかけを提供することを目指す。さらに、それぞれの人がワールドフェスティバルで環境対策に参加した経験を日常に持ち帰り、一番身近な自分の生活から環境に配慮したものへと変えていくようになることを期待する。

内容                          

イベント名：2001ワールドフェスティバルin京都

主催団体：飛魚ボランティアサービス 

日時：２００１年６月３日（日）

参加形態：協力

活動内容：①ごみの種類と量を予測し、ごみ減量のための対策を立てる。

          ②分別ごみ箱を用意し、会場で分別回収を行なう。

          ③分別ナビゲーターをごみ箱につけ、会場の方々に分別を体験してもらう。

          ④集積所の管理

          ⑤会場での広報、呼びかけ

活動報告                       

①ごみの種類と量を予測し、ごみ減量のための対策を立てる。

★資源の回収先の決定

        トレイ…株式会社 秀英 の「ホッかる」の使用を提案。紙とフィルムの二層式にな

                っており、紙部分をリサイクルできる。当日(株)秀英が持ち帰り、紙資源

                として再生する。

        割り箸… 王子製紙（株） へ使用済み割り箸を郵送する。紙にリサイクルされる。

        びん、かん、ペットボトル… 京都市に回収を依頼。京都市南部資源リサイ                                                     

                                   クルセンターでリサイクルされる。

        生ごみ… 京都大学４Ｒの会畑部 に堆肥化を依頼。

        ダンボール… 友愛商店に引き取ってもらう。

               一般ごみ… 京都市に回収を依頼。
       ②分別ごみ箱を用意し、会場で分別回収を行なう。

当日の分別ごみ箱は、トレイ・割り箸・びん・かん・ペットボトル・生ごみ・一般ごみの
7分別とした。集積所の方では、これに加えてダンボールを回収。

③分別ナビゲーターをごみ箱につけ、会場の方々に分別を体験してもらう。
★分別ナビゲートを行う意義

    ・お客さんと直接コミュニケーションをとりながら、楽しい雰囲気で分別を呼びかけ

られる。

      ・ごみ箱をきれいに保つことで、ごみの汚いイメージを変える。

      ・会場全体で、環境に配慮したイベントだということをアピールできる。

★分別ナビゲート活動について

   ⅰ．ボランティアの募集

         ＳＡＧＥのメンバーのつてで募集。基本的に全日参加の人のみを対象としたが、

         募集締め切り後も何名か希望者がいた。

         ボランティア説明会を実施した。

    ⅱ．当日の動き

         Ａ班、Ｂ班(各１０名)の二班で１時間半交代のシフトを組み、常に各ごみ箱に二

         名のナビゲーターがいるようにする。ごみを捨てに来たお客さんに分別方法を説

         明して実際にやってもらい、分別回収する。
④　集積所の管理　

    ・ ごみの量をカウントし、今後のためのデータとして残す。

　　・ 集積所につねに人がいるようにして、種類ごとにきちんと整理・保管する。

　　・ 直接ごみを捨てにくる人に対して、ごみ箱へ捨てに行くよう説明する。

5 会場での広報、呼びかけ 

· チケット売り場でパネルを持って ①分別回収を行なっていること②トレイを重ねてはいけないこと、の二点を呼びかける。

· 各屋台に「トレイを重ねないでください」のビラをはる。

· ＳＡＧＥブースに、リサイクル先等の説明パネルを置く。

· 当日パンフの表紙に、分別回収を行なっていることを載せる。

　　・　掲示物、腕章、名札の色を黄緑に統一する。

反省、成果　　　　　　　　　

①　ごみの種類と量を予測し、ごみ減量のための対策を立てる。

リサイクル可能なトレイの導入について、トレイの大きさが合わなかったため、深い器の方は秀英トレイに統一することが出来ず、使い捨てになってしまった。もっと時間的に余裕があれば、秀英に頼んで小さい器を特別に作ってもらうことも可能だった。

リサイクル業者を選ぶ時には、その資源がどのような工程を経て何にリサイクルされるのかということまできちんと調べ、その上でふさわしいと思われる業者に依頼するべきであった。またその内容を、当日会場に来た人が分かるような形できちんと提示する必要があった。

2 分別ごみ箱を用意し、会場で分別回収を行なう。

〈ごみ回収結果〉　　　（大…９０Ｌ　　小…４５Ｌ）

一般ごみ――――大４３袋・小７袋

ペットボトル――大６袋

缶―――――――大３袋

びん――――――大１袋

ダンボール―――４７束（一束５枚と考えて、約２５０枚）

トレイ―――――１２０４個（回収率 ８１％）

割り箸―――――数えられず。                

お客さんの方は、分別ナビゲーターが説明していたので比較的よく分別されていた。

屋台の側に対して、ＳＡＧＥの方で事前からきちんと説明を行い対策を立てておくべきだった。生ごみの分別回収について、予想外に当日の屋台からの生ごみが多かったので、急遽その分についても堆肥化することにした。そのため、屋台のほうへきちんと生ごみの回収方法を説明できず、ダンボールや発泡スチロールの箱に入れたりと、間違った人が多かった。

ダンボールの量が予定の5倍近くでた。ダンボールを紐で縛るのにかなりの時間と労力がいるが、今回はすべてＳＡＧＥのスタッフでやった。この作業は、ワールドフェスティバルのスタッフと手分けしてやるべきだった。

全体的には、去年よりもごみがきちんと管理されているという声もあり、やった成果は見られるようである。

③　分別ナビゲーターをごみ箱につけ、会場の方々に分別を体験してもらう。

直射日光がきつく暑かったため、ボランティアの人に１時間半続けて作業させるのはきびしかった。日除け（日傘など）、水分補給のためのお茶をしっかりと用意する必要がある。

ひとつのごみ箱につくボランティアの人数は、２人で適当であった。ごみ箱の数、位置をはじめのままにしていたため、あまり使われないごみ箱があったり、ごみ箱が足りない場所があったりしたが、当日の人の流れによって位置、数を変えていく必要があった。

自分で分別をする（特にトレイの分解、分別）ことによって、お客さんが関心をもってくれた。イメージカラーを黄緑に統一したことで、会場全体の一体感が出た。

④　集積所の管理　

集積所に直接ごみを持ってくる人がいたが、会場の分別ごみ箱に持って行くよう説明すると快く持って行ってくれた。

外部の人で、回収してあるダンボールを持っていってしまう人がいたので、集積所のごみの配置を考えたほうがいい。（今回は一番端に置いてあった。）

ごみの回収が翌日だったので、カラスに散らかされたり、夜中にごみを持ち込まれる可能性があったが、ごみが見えないようにブルーシートで完全に覆ってしまったので、被害にあわなかった。ダンボールは、夜中に一部ばらばらにされてしまった。

5 会場での広報、呼びかけ 

主にチケット売り場で行ったが、チケットの説明と重なってしまうので、呼びかけるタイミングが難しかった。チケットを買い終えた人に話しかけるのが一番良かった。しかし、チケット売り場においては、チケットを売る人に呼びかけをしてもらうのが一番自然で良いのではないだろうか。呼びかけの仕方がまずかったのか、トレイを重ねてしまう人がかなり多かった。会場での呼びかけは、改善の余地がある（場所、方法など）。屋台で販売をする人に呼びかけてもらうことは絶対に必要である。また、今回は時間がなかったためできなかったが、会場の人に分別回収のこと・トレイのことを知ってもらう為には、パンフレットに大きく載せるという方法が有効だと思う。

パンフレット、会場での掲示物等に使用するキャッチコピーを統一すると、もっと会場の人に環境対策を行なっていることが伝わりやすかっただろう。

総括　　　　　　　　　　　　

第一に言えるのは、環境対策の企画をワールドフェスティバルへ持っていくのが遅すぎたということである。ワールドフェスティバル側とＳＡＧＥの打ち合わせが不十分だったために混乱が生じてしまったという場面が多々あった。また、ＳＡＧＥがワールドフェスティバルのごみ処理部門として独立しがちだったのが残念であった。私たちのこの活動が、会場清掃・ごみの減量のみならず、会場全体の雰囲気を変えて行くことによりみんなの意識をすこしずつ環境問題へ向けていくことを目標としているということを、ワールドフェスティバルの側に十分説明し理解してもらうことが出来なかったからだと思う。ワールドフェスティバルに、企画の始めの段階から環境対策という視点を取り入れていくことができれば、もっと会場全体を巻き込んだ、そして細部まで行き届いた環境対策となるのではないだろうか。

外部団体との連絡の際、一人が全ての窓口になってしまったり、バラバラに連絡を取ってしまったりしたので、プロジェクト内できちんと情報を共有し分担すべきであった。

また、ひとつのことにとらわれすぎて全体を見渡す余裕がなくなってしまうことが多かった。先を見越した動きを常に心がけることが非常に大切である。

昨年のワールドフェスティバルに比べ、会場でのごみの投げ捨てがほとんどなくきちんと分別されていた、また、お客さんからの反応も良かったということを考えると、成果はあったと思われる。

タイスタディツアー報告会
文責：宮田真幸
６月２０日(水)18:30～21:00＠キャンパスプラザ第2会議室
内容：前半ケーススタディの報告後半神田氏による話
　　　OHPを使いながら見てきたことを報告しました。途中に質問時間を
　　　設けながら3つの事例を報告しました。
　　　後半コメントプラスODAの仕組みの話をしていただきました。
反省：準備がぎりぎりになってしまった。広報がいまいちだった。
　　　録音機の準備不足
　　　情報収集が甘かった。
今後の予定：詳しくは後日ミーティングを持って話し合う。
　　　　　　個人的には最終報告書をもう一度作ろうかと思う。
☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆

第４回復活屋ミーティングの議事録　　文責：けんたろう
６月２８日〔木〕京大Ｊ地下にて７時～９時
今回決まったこと
・リサーチグループリーダー：東裕美
・もう一度企画書を今年度版として簡潔な形で作り直す
・この企画書を元に外向けのビラを作成する(ちかこさん)

・今年は竹細工職人(土岡竹工房)も参加する見込み
リサーチ：間伐材を見に行く
　　　　　南港を見に行く(輸入木材がたくさんある)

　　　　　古い家屋の解体現場を見に行く
　　　　　製材所に行く
広報：７月１２日に完成する企画書を元に夏休み前に
　　　簡単な復活屋の広報はじめる
　　　復活屋開催日や場所など詳しいビラは９月ごろから出す予定
木工：１０月までには５回はやっておきたい。
　　　木工作業は実際は杉良の作業に加わる形となる。
ミーティング：夏休み前までは毎週行う予定。その後は７月１２日
に提出してもらう夏休みの個人予定にあわせて決定。
タイムライン
７月１日：木工〔間伐材を使ったいす作り〕
７月５日：講習会＠京大総合人間学部にて７時～
７月８日：杉良の山仕事に参加
７月12日：第5回ミーティング7時から京大J地下。夏休み計画決定
７月１４日：８日に同じ
8月４，５：杉良の山仕事に参加？
10月13日：復活屋開催
すいません第3回ミーティングｈ野議事録出してない上
あまり進展がなかったので第4回の議事録のみ提出します
☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆
フェアトレード・プロジェクト
企画書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　常村佳代

· プロジェクト名　　　フェアトレード・プロジェクト(仮称)　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 要約

　フェアトレードを学び、親しみやすいイベントを通して広めることを活動とする。自分たちが消費しているものが、だれによって、どこで、どのように、どんな状況の中で作られているのかという背景は、普通に生活していると知ることはないし、知ることすら忘れてしまっているのが現状であろう。フェアトレードは、消費者にそのような私達の生活を成り立たせている様々な商品の背景を消費者が選択する際の基準の一つとして伝え、知ってもらった上で、商品を買うという選択肢を提供している。また、労働に見合った賃金を支払うことで生産者の自立を支援し、それとともに自然環境に大きな負担を与えないように作っている生産者団体と取引している。本プロジェクトではそのようなフェアトレードに焦点をあて、様々な角度から掘り下げ私達自身のフェアトレードに対する知識を深めると同時に、それを様々な形で社会にアピールしていく。また、消費者が選択するということが社会を変えうるという認識のもと、消費者の一人として社会へのアピールを重要視する。具体的な活動としては、定期的に勉強会を開き知識を深める。また、生産者や日本のフェアトレード取引団体を調査、あるいは実際に訪問し、現状・問題点を学びとる。その上で、フェアトレードは持続して行われなければ生産者の生活の安定につながらないことを念頭に、持続可能な、またよりよいフェアトレードのあり方を探る。

· はじめに

先日、行ったフェアトレードの服を使ったファッションショーに対する社会的反響が大きく、フェアトレードが受け入れられる土壌があると確信した。自分達がもっと学ぶだけにとどまらず、親しみやすいイベントを通してさらに多くの人にフェアトレードを知ってもらいたいと考え本プロジェクトを立ち上げるに至った。

●　目的

既存の貿易が起こしている深刻な問題に対して、知らず知らずに私達消費者が、それに荷担しているという事実、そしてその代替案としてのフェアトレードについて自分達の認識を深める一方で社会に広く伝えることを目的とする。また、フェアトレードを通して、消費者の自分達が使っているものに対しての意識を高める。こうした取り組みを通して私達の、そして次世代のよりよい生き方、幸せを考えることになる。フェアトレードの考え方は、例えば何をフェア(公正)とするかによって様々であるように色々な見方があり、フェアトレードの実際・その問題点を知ることを通し、フェアトレードに対する認識を深め、それと同時に、よりよいフェアトレードのあり方を探求していく。

· 内容

· 勉強会(月2回程度、将来的には公開)

· フェアトレードに実際関わっておられる方を招き講演会を開く

· 生産者、フェアトレードをより深く理解するために生産者を実際に訪問する

· 生産者を日本に呼ぶ？？他団体と協力し、生産者を囲んだイベントを企画する

· 日本のフェアトレード取引団体を調査・訪問する

· 学園祭に出展(出店)、あるいはファッションショーといったイベントを通し、より多くの人に知ってもらうきっかけとする
次回の例会について

文責：小林駿吾

【報告】

場所について　学相、中京青年の家、ラボール京都、キャンパスプラザはもう既にとられていた。残りの候補としては嵯峨野セミナーハウス衣笠セミナーハウスとＪ地下がある。

嵯峨セミ・・・場所は立命から西へ自転車で15分くらいのところ。１人100円くらい。ちょっと遠い。

衣笠セミ・・・場所は立命の近く。１人400～500円くらいになりそう。一度とっておいて、断った実績あり。

Ｊ地下・・・京大の法学部地下のラウンジ（？）狭い、うさんくさい。でも予約は要らない。

例会準備について　3日（火）の方向性ミーティングのあとで、９時からミーティングを開始する。６日（金）にも予定中。スタッフから誰か代表を出してください。参加したい人は随時募集中です。

SAGEのミーティングの場所に関して　7／3　文責　古屋

· 現状

　・同志社ラウンジを使うには、同志社の学生が参加している必要がある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲

　　　　　　　　　　　　　現在、SAGEには同志社の学生が少ない（というかほとんどいない）

· 参加に加えて、同志社の学友会に学生団体として登録している必要がある

· 登録には活動報告・総会参加などの義務が課される

· 背景の問題

· 同志社の学生の参加

実際３．４回しかいない今出川では難しい。

京田辺との距離

· 同志社の広報

団体として登録しないと、ビラ貼り正式な広報ができない。（実際は何とかなるらしい）

· 課題　【　どこでミーティングを行うべきか　】

選択肢

①同志社ラウンジ　②立命と京大の併用　　③事務所をかりる

それぞれのメリットデメリット

1． 同志社ラウンジ

　〇メリット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　デメリット　　　　　

· 距離的に（中間なので）楽　　　　　　　　　　　　　　

· 場所が固定されているからわかりやすい　　　　　　　　同志社の学生の勧誘が必要

· 登録すれば、ラウンジの上にある会議室もつかえる＜＞　学友会登録が必要　　　

· 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食べるところが少ない

▽（登録すれば）メリットは多々ある

2． 立命と京大の併用

· 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　距離的にどうか

· 距離が近くなる時とそうでない時がある

· （距離的に）気軽に参加しやすい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▽昔はそれで行っていた？　交互に場所を変える

3． 事務所

　・固定された場所があるから楽　　　　　　　　　　　　　　　　　コスト的にどうか

　・

　・

▽　この辺は、どれくらいすすんでいるっけ？

　　早急に決めていく必要がある
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